
                                                                                                                                                     【
所
管
事
務
調
査
】

平
成
28
年
２
月
18
日

①
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

　

現
在
保
管
さ
れ
て
い
る
文
書
等
の
保

存
の
方
向
性
や
保
存
の
た
め
の
ス
ペ
ー

ス
の
有
効
活
用
な
ど
に
つ
い
て
調
査
を

行
っ
た
。

②
図
書
館
の
事
業
展
開
に
つ
い
て

　

携
帯
端
末
向
け
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
構

築
や
町
外
の
図
書
館
と
の
横
断
検
索
等

に
よ
り
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
図
ら

れ
て
お
り
、
地
域
住
民
が
集
う
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
の
事
業
展
開
の
状

況
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

【
町
教
育
委
員
と
の
意
見
交
換
会
】

平
成
28
年
２
月
８
日

◆
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
教
育

に
つ
い
て
」

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進
に
よ
り
、
視
覚

的
に
理
解
で
き
る
、
時
間
の
短
縮
が
図

れ
る
な
ど
、
教
育
の
質
の
向
上
が
期
待

で
き
る
。
そ
の
反
面
、
ネ
ッ
ト
依
存
な

ど
の
懸
念
も
あ
り
防
止
策
が
必
要
で
あ

り
、
「
教
育
環
境
を
整
え
る
予
算
配
分

が
必
要
」
、
「
機
器
を
正
し
く
使
う
た
め

に
町
で
の
指
導
も
必
要
で
は
な
い
か
」

な
ど
の
意
見
、
課
題
が
出
さ
れ
た
。

◆
「
ス
ポ
ー
ツ
ア
ス
リ
ー
ト
の
人
材
活

用
に
つ
い
て
」

　
本
町
出
身
の
現
役
ア
ス
リ
ー
ト
５
人

を
活
用
し
た
取
組
と
し
て
、
子
ど
も
た

ち
と
の
交
流
事
業
・
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
参
加
、
応
援
大
使
と

し
て
の
任
命
な
ど
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　

５
人
が
育
っ
て
き
た
環
境
で
も
あ
る

地
域
で
の
少
年
団
活
動
等
で
は
送
迎
な

ど
の
課
題
が
あ
り
、
環
境
づ
く
り
の
支

援
が
必
要
と
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

【
所
管
事
務
調
査
】

平
成
28
年
１
月
29
日

①
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

　

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
高
齢
者
が

可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立

し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
医
療
、
介
護
、
介
護
予
防
、
住

ま
い
、
日
常
生
活
支
援
が
包
括
的
に
確

保
さ
れ
る
体
制
と
し
て
、
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
新
し
い
地
域
支
援
事
業
の
考
え
方

や
今
後
の
取
組
内
容
な
ど
に
つ
い
て
調

査
を
行
っ
た
。

②
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て

　

町
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が

介
護
施
設
等
に
お
い
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
行
っ
た
場
合
、
そ
の
活
動
実
績

に
応
じ
て
保
険
料
の
負
担
を
軽
減
す
る

し
く
み
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
実
施

状
況
や
保
険
料
の
抑
制
効
果
な
ど
に
つ

い
て
調
査
を
行
っ
た
。

【
町
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
意
見
交
換
会
】

平
成
28
年
２
月
15
日

◆
「
社
会
福
祉
協
議
会
の
現
状
と
課
題

に
つ
い
て
」

　

非
営
利
の
社
会
福
祉
協
議
会
は
地
域

福
祉
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
お
り
、
会
費
収
入
や
寄
付
金
収
入
、

共
同
募
金
助
成
金
の
ほ
か
、
町
か
ら
の

委
託
事
業
を
財
源
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
地
域
福
祉
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

 

若
い
正
職
員
が
い
な
い
が
全
体
の
人

件
費
を
考
え
る
と
配
置
は
困
難
で
あ

り
、
事
業
の
継
続
性
に
つ
い
て
の
課
題

な
ど
が
出
さ
れ
た
。

■ 議会のうごき ■ 

⓴

問

　

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
（
常
任
委
員
会
・
所
管
事
務
調
査
・
意
見
交
換
会
）

総
務
文
教
常
任
委
員
会

民
生
常
任
委
員
会

町教育委員との意見交換
（百年記念ホール）

町社会福祉協議会との意見交換
（役場５階会議室）

蔵書管理の効率化の説明



【
所
管
事
務
調
査
】

平
成
28
年
２
月
３
日

①
十
勝
川
改
修
事
業
（
客
土
）
に
つ
い
て

　

本
町
で
は
、
平
成
23
年
度
か
ら
農
業

者
へ
の
排
出
さ
れ
る
泥
炭
土
の
無
償
提

供
が
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
効
果
や
作

業
状
況
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

【
農
協
理
事
者
と
の
意
見
交
換
会
】

平
成
28
年
２
月
３
日

◆「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
の
農
業
情
勢
に
つ
い
て
」

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
に
つ
い
て
は
、
大

変
残
念
で
あ
り
危
機
感
を
持
っ
て
い

る
。
外
国
の
農
産
物
等
へ
の
し
っ
か
り

し
た
体
制
強
化
が
必
要
で
あ
り
、
議
員

に
も
国
内
産
が
い
か
に
安
全
・
安
心
か

を
大
き
く
発
信
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要

望
や
、
３
農
協
（
幕
別
・
札
内
・
忠
類
）

の
将
来
の
方
向
性
に
つ
い
て
の
意
見
等

が
出
さ
れ
た
。

■ 議会のうごき ■ 

産
業
建
設
常
任
委
員
会

�

◆議会日誌◆

2月  3 日　産業建設常任委員会
　 　8日　総務文教常任委員会
　　15 日　民生常任委員会
　　18 日　総務文教常任委員会
　　23 日　議会運営委員会
　　23 日　庁舎建設に関する調査特別委員会
　　23 日　全員協議会
3月  2 日　議会運営委員会
　 　2日　第１回定例会（初日）
　 　2日　予算審査特別委員会
　 　2日　議会広報広聴委員会
　 　2日　総務文教常任委員会
　　 8 日　議会運営委員会
　　 8 日　第１回定例会（一般質問）
　　 8 日　産業建設常任委員会
　　 9 日　議会運営委員会
　　 9 日　第１回定例会（一般質問・議案審議）
　　 9 日　民生常任委員会
　　10 日　議会運営委員会
　　10 日　総務文教常任委員会
　　14 日　予算審査特別委員会
　　16 日　予算審査特別委員会
　　18 日　議会運営委員会
　　18 日　第１回定例会（最終日）
　　18 日　全員協議会
4月 11 日　民生常任委員会
　　15 日　総務文教常任委員会
　　18 日　産業建設常任委員会
　　26 日　議会広報広聴委員会
5月 12 日　議会運営委員会
　  13 日　議会広報広聴委員会
　　18 日　議会運営委員会
　　18 日　第１回臨時会
    30 日　鹿児島県奄美市議会行政視察
　　31 日　議会運営委員会

◆一般質問項目（通告順）◆

Ｐ７　小島　智恵　議員
　　　・電子化導入による経費削減効果等について
　　　・子ども・高校生議会や若者、女性の声を町づくりへ　　　
Ｐ８　小田　新紀　議員
　　　・毎月 19 日「幕別町教育の日」の取組について
Ｐ９　内山　美穂子　議員
　　　・忠類ナウマン象記念館について
　　　・町民の声を聞く町の姿勢について
Ｐ 10　岡本　眞利子　議員
　　　・本町におけるがん対策の強化を　　　 
Ｐ 11　野原　惠子　議員   
　　　・広がる格差、「子どもの貧困」対策を
Ｐ 12　中橋　友子　議員
　　　・行政サービスのアウトソーシングについて
　　　・職員の適正配置について 
Ｐ 13　板垣　良輔　議員
　　　・少人数学級の実現で行き届いた教育を
Ｐ 14　荒　貴賀　議員
　　　・国民健康保険の広域化に伴う、今後の町の取
　　　　組について
Ｐ 15　藤原　孟　議員
　　　・幕別生きものがたり
　　　・味の景勝地構想をもつべき 
Ｐ 16　若山　和幸　議員
　　　・農業用貨物自動車車検伸長実証事業の現状と
　　　　啓蒙について
Ｐ 17　谷口　和弥　議員
　　　・高齢者世帯にむけた緊急通報システムの今後
　　　　について 　
※この内容は、一般質問通告書に記載された質問項目です。

◎傍聴席はあなたを
　　　　　　　　　　おまちしております。

平成 28 年 6 月　第２回定例会日程（予定）
　　　　　 6 月 8 日　初　　日
　　　　　    14 日　一般質問
　　　　　　  16 日　一般質問　　　　　　
　　　　　　  17 日　一般質問・議案審議
　　　　　　  23 日　最 終 日

 ●問合せ先：議会事務局 (54-6626) 農協理事者との意見交換
（役場５階会議室）

河道掘削工事の現地視察


